
試験研究成果普及情報 

 

［目的及び背景］ 

環境への負荷を低減するためには、土壌の窒素肥沃度に応じた施肥管理を進める必要

がある。しかし、窒素肥沃度の指標となる可給態窒素含量は、4 週間培養後に生成され

る窒素量であり、測定に時間がかかりすぎるため、施肥設計に利用するには適していな

い。そこで、短時間で行える可給態窒素の測定法を確立する。 

［成果内容］ 

１ 土壌の煮沸浸出液を、ペルオキソ試薬とともに耐圧性ガラスビンに封入し、120℃の

通風乾燥機で 3 時間加熱すると、溶液中の有機態窒素が分解し、硝酸態窒素が生成さ

れる。この硝酸態窒素量から、ペルオキソ分解前の硝酸態窒素含量を差し引くことに

よって土壌の有機態窒素含量が求められる。 

２ 各種の現地土壌 1ｇを水 50ml とともにポリビンに封入し、100℃の通風乾燥機で 6

時間煮沸した溶液をペルオキソ分解して求めた土壌の有機態窒素含量と、培養法によ

る可給態窒素含量（窒素無機化量）との間には、y=0.53x-0.13、R2=0.62 の高い正の

相関関係がある（図 1）。 

３ 家畜ふん堆肥等の有機物を多量に連用した土壌においても、有機態窒素含量と可給

態窒素含量との間には、y=0.61x-1.66、R2=0.70 の関係がある（図 2）。 

４ 硝酸態窒素の定量に小型反射式光度計（RQ フレックス）を用いると、有機態窒素含

量と可給態窒素含量との関係は、常法（ナフチルエチレンジアミン法）より決定係数

はやや低くなり、y=0.52x-0.51、R2=0.54 で表され、±3mg／100g 程度の誤差で可給態

窒素含量を推定できる（図 3）。 

５ 小型反射式光度計を用いた可給態窒素の推定法は、図 4 の手順にまとめられる。 

［留意事項］ 

１ 100 点の試料の可給態窒素を、1.5 日程度で分析できる。 

２ ペルオキソ分解には、テフロンキャップ付きの耐圧性ガラスビン（バキュームバイ

アルビン）を用いる。 

３ 浸出及び分解の温度と時間は厳守する。 

［普及対象地域］ 

 県下全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

部門 土壌・肥料 対象 普及 

課題名：煮沸浸出法による畑土壌の可給態窒素の推定 

［要約］畑土壌を 100℃で６時間煮沸浸出した溶液から求めた土壌の有機態窒素含量

から、可給態窒素含量を高い精度で推定できる。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 畑土壌、可給態窒素、有機態窒素、ペルオキソ分解 
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［成果の概要］                                     
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　　図1　現地土壌における有機態窒素含量
　　　　と可給態窒素含量との関係
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　　図2　有機物連用土壌における有機態
　　　　窒素含量と可給態窒素含量との関係
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図3　小型反射式光度計を利用した現地土壌の
有機態窒素含量と可給態窒素含量との関係

　注）図中の破線は関係式±3を表す。
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100mlポリビンに風乾土1ｇを採取し、

水50mlを加える

100℃の通風乾燥機で6時間加熱

放冷後、30分振とうしてろ過（ろ紙No.6)

小型反射式光度計注1で硝酸イオン

（a：無機態窒素）を定量

耐圧性ガラスビン注2に試料5ml、ペルオキソ試

薬注35mlを採取（標準液注4も同様に処理）

120℃の通風乾燥機で3時間加熱

小型反射式光度計で硝酸イオン

（b：無機態と有機態の合計量）を定量注5

有機態窒素含量の算出（b－a）

　　　　　　　　　可給態窒素含量の算出
　可給態窒素含量 （mg／100g）=
 　　　有機態窒素含量 （mg／100g）×0.58－1

注1：RQフレックス、3-90mg／Lの試験紙．

注2：テフロンキャップ付バキュームバイアル
    ビン．

注3：水100mlにペルオキソ二硫酸カリウム 5ｇ、

　　NaOH1.5g、ホウ酸3gを溶かす．

注4：硝酸イオン濃度0、10、20、40mg／L．

注5：RQ値ではなく、標準液による検量線から
　　硝酸イオン濃度を算出する．

図4　小型反射式光度計を利用した
　　可給態窒素の簡易測定法の手順


